
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

嚥下内視鏡検査とは鼻腔から細い内視鏡を入れ、

食べている喉の様子を直接観察する検査です。 

嚥下造影検査はエックス線透視下にて少量のバリウムを含んだ食物や

液体を摂取していただき飲み込みの様子を観察する検査です。 

飲み込みに障がいや不安を抱えた方に対し、 

実際の生活・食事場面において 

食形態や食事時の姿勢など 

安全な経口摂取のための 

機能訓練やアドバイスを行います。 

×

より充実したリハビリや食事に関するアドバイスを提供することが可能となります。 

嚥下機能検査を行うことで、課題がより具体的となり、 
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多発性脳梗塞の後遺症にて  

 全身の麻痺   

嚥下(飲み込み）の機能低下   

ことばの障がい  等が残存 
ご本人 

ご家族 

 

 

＜検査の目的＞ 

＊飲み込みの能力を知る 

＊どんな物が食べられるかを知る 

＊リハビリの内容を見直す 

食べたい物が食べられるようサポートします！！

定期的に検査を実施 

安全性の確認を行い 

段階的に食べられるものの 

レベルをあげています 

〒950-8601 新潟市中央区鳥屋野 2007-6   電話：025-284-2511 FAX：025-284-2080 

 ＊お気軽にご相談下さい。 

飲み込みに問題がある方でも、飲み込みの機能に配慮し、食べ物の工夫や食べ方の工夫等

により、安全に食べることが可能なこともあります。 

私たちは少しでも希望が叶えられるよう、サポートします！！ 

すべての人へ効果を保証するものではありませんが、以下のような事例もありました。 

飲み込みに問題がある方でも、食べ物の工夫や摂取方法の工夫等により、安全に摂取できる

事が可能なことがあります。少しでも希望が叶えられるよう、サポートしています。 思い出のラーメン屋の

ラーメン店にもご協力いただき、

飲み込みに配慮した麺のゆで時間

やスープの量の相談し、見守りの

元食べることができました。 

嚥下状態も考慮しつつ、ご家族と同じものを

食べることができる献立を宿泊先に相談し、

一部献立に盛り込んでいただきました。その

他は嚥下食を持ち込み、旅館の器に盛りつけ

ていただき、一緒にお膳を囲みました。 


